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参加団体（PO）になるメリット 

ペイメントデータの保護を重要課題としてとらえているのは素晴らしいことです。しか

しその先にはさらにステップがあります。それが、PCI SSC の参加団体（Participating 

Organization - PO）になることです。PO は、PCI セキュリティ基準およびプログラム

の継続的な改善に影響を及ぼすうえでも、また PCI セキュリティ基準を包括的に導入

することでペイメントデータを保護できるよう推進するうえでも、大きな役割を果たし

ます。PO はあらゆる業界および世界中の組織の代表であり、小売業、航空業、ホテル

業、銀行業、テクノロジー、ペイメントプロセサーに属する企業や、業界団体が参加し

ています。 

しかし PO として得られるメリットについて、そのすべてを皆さんはご存知ないかも

しれません。そこでこのページでは、PO になるメリットを簡単にお伝えしたいと思い

ます。 

交流 

PO としての主なメリットのひとつは、PCI SSC のコミュニティ・ミーティングに無

料で参加できることです。この会議は、PCI SSCの最新情報や地域的な情報、ペイメ

ントセキュリティ業界の報告などを共有するもので、これに参加することで、他の PO 

と交流したり、質問したり、情報交換をしたり、共同で何かを実施したりする機会を得

られます。これは素晴らしいイベントで、北米、欧州、アジア太平洋地域にて開催され

ています。また PO は中南米のフォーラムやインドのタウンホール・ミーティングに

無料で参加することもできます。 

今年は新型コロナウィルスの影響で、オンラインでの開催となりますが、オンラインで

あっても、PCI SSCやペイメントセキュリティ業界のリーダーからの最新情報を含

め、魅力的なテーマで会議が開催されます。これまでの対面のイベントでは、PO に無

料チケットが 2 枚提供されていましたが、今年のオンラインイベントでは、無料チケ

ットが 5 枚配付されます。6 枚目以降は有料になりますが、大幅な割引価格にて購入す

ることができます。参加登録は現在受付中です。 

インサイト（識見） 

週刊のデジタルニュースレターである PCI Monitor も PO が得られるメリットのひとつ

です。これには、近日開催されるイベントや、PCI SSCの識見、トレーニングやプロ

グラムへの参加機会など、PCI SSC の最新情報が共有されています。 

サイバー犯罪者から組織を守るうえでは、セキュリティトレーニングが極めて重要で

す。PCI SSC では、PO 向けに幅広いトレーニングコースを用意しており、こうした

トレーニングを時に大幅な割引料金にて、または無料で提供することもあります。すべ
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ての PO には、コンピュータ上で実施される PCI 意識向上トレーニングの無料チケッ

トが年間 2 枚配付され、また PCI プロフェッショナル（PCIP）トレーニングおよび内

部セキュリティ評価者（ISA）トレーニングも割引料金にて提供されます。詳しくは、

PCI SSC の Web サイトの トレーニングと認定に関するページをご覧ください。 

インパクト 

ペイメントのライフサイクル全体を通じてカードベースのペイメントデータを保護する

ため、PCI SSC は基準機関として、その基準を策定し管理しています。PCI SSCの基

準はグローバルなもので、この基準が使用される環境では、必ずこの基準は妥当かつ重

要で、また最新の状態である必要があります。PCI SSCの P.O コミュニティが、極め

て重要で中心的ともいえる役割を果たすのも、まさにこの分野です。すべての PCI 

SSC 基準は、少なくとも Request For Comments （RFC）レビューを 1 回（一般的に

は 2 回）通過してからでないと、リリースすることができません。PO コミュニティに

は、そのリリースの前に、その基準ドラフトをレビューし、コメントを提示して文書の

改善に貢献する機会があります。 

PCI DSS v4.0 のリリースに向けた最初の RFC では、3,200 件を超えるコメントが寄せ

られました。この PCI DSS v4.0の 2 回目の RFC は 9 月からスタートするため、もし 

PO コミュニティへの参加を検討されている場合は、今が絶好の機会になります。今す

ぐ参加すれば、この基準をより良いものにし、ペイメントセキュリティの未来を形作る

機会を獲得することができます。 

ペイメントセキュリティの向上に貢献できる機会は RFC プロセスだけではありませ

ん。PCI SSC では毎年、ガイダンスドキュメントに関するアイディアについて、

Special Interest Group のプロセスを通じた提案を募集しています。このドキュメント

の内容は、PCI SSC のコミュニティによって提案され、投票され、そのうえで策定さ

れるもので、すべての人々に貢献するものとなります。2021 SIG の提案受付はすでに

開始されていますので、どうぞこの機会に PO になり、アイディアを提供してくださ

い。 

PO は PCI SSC の諮問委員会 (Board Of Advisors) の委員に立候補することもできま

す。2 年を任期とするこの委員会は、ペイメントセキュリティの課題について助言を提

供するうえで重要な役割を果たし、また業界に対する基準やツール、サポートを立案す

る際にも、PCI SSCにガイダンスを提供しています。2021 – 2022 年の諮問委員会へ

の立候補期間は 2020 年 9 月 14 日から 10 月 26 日で、投票は 2020 年 11 月 9 日から 

20 日まで実施されます。諮問委員会の詳細については、Executive Director の Lance 

Johnson によるブログ記事「Make a Difference: Serve on the 2021-2022 PCI SSC 

Board of Advisors 」をご覧ください。 

皆様は未来をより良くする素晴らしい機会をお持ちですが、PO によって得られるメリ

ットをすべて活用することで、その未来を最大限に良くすることができるでしょう。ま
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た PO メンバーのロゴを使用することにより、皆様の組織がカードペイメントデータ

の保護に貢献していることを誇りをもって世界に知らせることもできます。 

参加団体（PO）として PCI SSC に参加するには、今が絶好のタイミングです。どう

ぞ一日も早くご参加いただき、ペイメントデータの保護に貢献してください。 
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